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スポンサー 大阪クラブ DBC 近江八幡クラブ 広島クラブ 

 

主題・スローガン 

西宮クラブ会長「みんなで考えよう！」 濵 浩一          

地域奉仕・  「地域社会とのコミュニケーションを見つめ直し 

環境事業主査 私たちにできる社会貢献活動に取り組みましょう」 廣瀬一雄 

六甲部部長  「困難な時にこそ YMCA とともに進もう」 若林成幸 

西日本区理事 「原点を知り将来に生かす」 

「立ち上がれワイズモットーと共に ! 」 田上 正 

アジア会長  「新しい時代とともに、エレガントに変化を」 

「今すぐ実行を」 Shen Chi-Ming 

国際会長   「輝かそう、あなたの光を」 Ulrik Lauridsen 

「良いコミュニケーションは、全ての協力関係の基礎である」 

 

６月 西日本区強調活動 評価と引継ぎ 

   この 1 年間当初の目標にしていた活動ができましたか？ できたクラブはさらに発展させましょう。 

   できなかったクラブはどこに原因があり、何を改善すれば良いのかを話し会いましょう。クラブの 

反省会や研修会、引継ぎ会はクラブやメンバーに成長をもたらします。 

田上 正 理事（熊本むさし） 

                    

西宮ワイズメンズクラブ 2023 年 6 月例会 

日時：6 月 16日(金) 19:00～20:00  

場所：西宮 YMCA３階会議室 

ドライバー： 岩田メン、馬場貴英メン  

 

１ 開会点鐘・挨拶  会長 濵 浩一  

２ ワイズソング 一同  

３ 聖書朗読 浅野メン 

４ 今期の活動報告 会長 濵 浩一 

5 仮決算報告 会計 濱﨑メン 

6 予算案 会計 濵﨑メン 

7 お誕生日のお祝い      

8 ワイズニュース  会長 濵 浩一 

9 YMCA ニュース 森川メン 

10 閉会点鐘 会長 濵 浩一 

   ※食事はありません                    

 

HAPPY BIRTHDAY / JUNE 

１７日 岡田晴美メネット 

２１日 浅野恭子メネット 

今月の聖句 

 

『心の貧しい人々は幸いである、天の国はその人

たちのものである。』 

マタイ福音書 5 章 3 節 

浅野純一選 

 

5 月出席状況 （在籍会員数 21 名） 

第一例会（12 金）  第二例会（26 金） 

メン   １4 名   メン   １1 名  

メネット    0名   メネット  0 名 

ゲスト       1 名   ゲスト   0 名 

ＭＵ    0 名   計    １1 名 

合計   １4 名   出席率 66．7％ 

 

ファンド               

                  5月        累計 

ニコニコ \1,000 \25,000 

BF \4,500   \36,345

会長 濵 浩一   直前会長 廣瀬 一雄   副会長(次期会長) 浅野純一   副会長 石井 恭子 

書記 小野 勅紘 , 山口 吉郎  会計 重村 仁 , 濵﨑 進一  監事 岡田 佑一郎 , 阪根 新  担当主事 森川 俊介 

地域奉仕･環境事業主査 廣瀬 一雄 LD委員 馬場 貴英 組織検討安全対策委員 山口 吉郎  
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会長メッセージ 
会長  濵 浩一 

やっと会長としての最後のメッセージとなりまし

た♪ 来月は次期へのバトンタッチです。その準備

も着々と進められていますので、会員皆様のご協力

を宜しくお願い致します。 

５月６日マツダ

スタジアムでの広

島クラブと近江八

幡 ク ラ ブ と の

DBC クラブ交流

会は、残念ながら

試合は雨天中止と

なりましたが、交

流は深まったと聞

いています。ご参

加の皆様お疲れ様

でした。 

５月２１日（日）に宝塚クラブ３５周年記念事業

『子どもたちの平和な未来を考える』プログラム 

第１部 お話し「過去に学び、未来を描く」作家・

ジャーナリスト 弓狩匡純（ゆがりまさずみ）さん、

第２部 広島の平和創作劇・ミュージカル「I PRAY」

（子どもたちの祈り）がソリオホールにて開催され

参加（小野メン、重村メン、私）してきました。と

ても素敵で感動しました。 

６月１０日(土)１１日(日)の第２６回西日本区大

会（熊本城ホール開催）のために第一例会が１６日

(金)に変更になっていますので、ご注意ください。 

会員皆様の温かいご協力、ご支援に守られての１

年間で、ブリテン発行については山口メンに大変お

世話になりました。大過なく終えることができるこ

とに心より感謝申し上げます。本当にありがとうご

ざいました。 

新型コロナ感染症は５類感染症となりましたが、

まだまだ収束していません。時季外れのインフルエ

ンザやはしかも流行しつつありますので、体調管理

には十分に気を付けてお過ごしいただき、会員全員

で次期の新しいステージに繋げてゆきたいと思いま

す。 

 

 

5 月例会報告 
岡田 佑一郎 

 ５月第一例会は西宮ワイズのメンバーであり

今月のドライバーで長年社会科の教師として教

壇に立たれて授業をされていました浅野純一メ

ンに非常にデリケートな問題の『日韓併合につ

いて』３０分に時間を短縮し講義をしていただ

きました。 

短縮授業の為の練習をされたと伺いましたが、

古代から現在までの両国の関係を簡潔にお話い

ただきました。 

詳しい内容につきましては浅野メンが配布され

た資料をブリテンの最後に添付しておりますの

で是非ご一読ください。 

例会出席者は 

足立、浅野、

石井、岩田、

岡田、小野、

濵、濱崎、 

廣瀬、万本、

森川、重村、

山口、山本 

の各メンと 

ゲスト 

鷹野伸氏(西宮

市議)の 15 名 
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聖句に寄せて 
浅野純一 

イエスは人々から救世主であることを期待さ

れ有名になりました。多くの人々がイエスに従

ってついて行きます。小高い山の広場に着いた

とき、イエスは人々に語りかけます。それが

「山上の垂訓」で、掲げたのはその冒頭にイエ

スが語ったことばです。ふつうなら心の豊かな

人が天の国に行けると思うのですが、心の貧し

い人とはどのような人なのでしょうか。己を捨

てて神の御心に任せる人のことなのか(私はよく

わかっていません)。教師であった私は、仕事上

あれやこれやと知りたいことが多すぎます。そ

して、謙虚さに欠けることしばしばです。私は

イエスのことばを戒めとしなければなりません。

なお、イエスに具体的な救いを求めた人々は、

山上でのイエスのことばに失望します。人々は

イエスから次々と去っていきます。 

 

マツダスタジアムで DBC 
山口吉郎 

 昨年 10 月の西中国部会の際に、近江八幡ク

ラブ藪会長（大のカープファン）と広島クラブ

山下会長との間で、阪神 VS広島観戦 DBC を

企画され今回 5 月 6 日に実施されました。 

参加は、西宮から小野、廣瀬夫妻、山本、山口

メン・メネット、近江八幡８名、広島 13 名。 

新幹線で広島に近づくころから雨が降り出し

到着するとかなりの雨。それでも試合中止が発

表されず、雨の中広島駅から球場までぞろぞろ

と歩きで到着。観覧席でカッパを着て弁当を食

べ終わるころ試合中止となりました。 

野球観戦はなくなりましたが、夜には懇親会が

広島クラブおなじみのチャイニーズレストラン 

「夢」で開催され、和気あいあい DBC らしい交

流となりました。 

翌日は自由行動で、廣瀬夫妻、山口、近江八幡の

安田、坂井の 5名で宮島観光に。現地で藤川夫妻と

合流して、地元の人のみが知る穴場をいろいろ案内

していただきました。 

 二日間とも雨に見舞われ、予定したイベントが未

実施となりましたが、G7 に向けて大々的に整備さ

れ大変綺麗になった広島の街々を観れました。 
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YMCA ニュース 
担当主事 森川 俊介 

例年以上に早く梅雨入りした関西。6 月に入

り、暑さとともにじめじめした季節となりまし

た。さて、YMCAでも慌ただしく、夏に向けて

の準備が始まっています。そんな中保育園では

水遊びなど夏に向けた遊びが始まっています。

先日私も交流の一環として「泥遊び」に参加し

てきました。汚れてもいい服に着替えて、泥遊

びスタート。はじめはスコップをつかいながら

恐る恐る遊んでいた子どもたちも次第に積極的

になり、ダイナミックに

遊びが変化していまし

た。泥団子づくりでごっ

こ遊びがはじまったり、

水の道をつくりながらた

まっている水たまりに飛

び跳ねたり、温泉に見立

てて大きな水たまりをつ

くって水につかり、泥パ

ックのように手や足に泥

をつけて土の感触を楽しんでいる子どももいま

した。最後には体中に泥をつけて恐竜になった

り、おなかに泥をのせてラッコになったりと全

身をつかって遊ぶ姿が印象的でした。非日常な

体験を通して、子どもたちの想像力や発想力が

ひろがっていく過程を見ることができました。

これからも YMCA の活動が子どもたちのきっ

かけづくりになればと願っています。 

今後の予定  

1． 神戸 YMCA 大会（総会）  

神戸 YMCA に関わる方々が集い、世代を超え

て語り合う機会として神戸 YMCA 大会を以下

の日程で行います。 

日程：６月 2４日（土）13：30～17：30 

場所：神戸 YMCA 三宮会館 

2． 地域イベント 

地域の人に向けてのイベントになります。 

「コロナ前の夏を思い出そう」をテーマに行い

ます。よろしければご参加ください。 

日程：7 月 23日（日）10：00～11：00 

場所：香櫨園浜 

ワイズニュース 
【今後の予定】 

6 月 1０日(土)-１１日(日) 第２６回西日本区大会 

熊本城ホール、熊本 YMCA、ホテル日航熊本 

6 月 16 日(金) 第一例会 19:00-20:00 

6 月 23 日(金) 第二例会 19:00-20:30 

6 月２4 日(土) 神戸 YMCA 大会（総会） 

13:30-20:30 三宮会館 

7 月 22 日(土) 山口徹さんお別れ会 

         14:00-15:30 神戸栄光教会 

 

5 月第二例会 抜粋記録 
・次年度活動 

会場：本館３F を利用（保育園３F は困難）  

食事：とりあえず 1 年間無くす（6 月から実施） 

・ワイズ備品：資料・荷物を整理のうえ利用・閲覧

できるように移動、保管する。。 

・不要ロースター：玉ねぎファンドの際に濵邸に集

め処分する。 

 

編集後記       ブリテン委員 山口 吉郎 

・次年度もブリテン委員を担当いたします。皆さま

のご協力により成り立ってますので、よろしくお願

いいたします。・今期は例会時間を３０分短くして実

施されました。次期は通常例会の食事をなくしてさ

らにスリムな形となります。多くのメンバーが参加

しやすくなり、中身の濃い会となればと思います。 

 ブルーベリー 
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令和 5(2023)年 5月 12日 

 

２０２２－２０２３ 西宮ワイズメンズクラブ 5月例会 スピーチ  「日韓併合について」 

浅野純一 

                                    

はじめに 
 
[１]近代以前の日朝関係 

(１)古代  華夷秩序……東アジア社会の秩序(中華思想に基づく) 

 中国の王朝は周辺地域を夷狄として差別  東夷(東)→南蛮(南)→西戎
せいじゅう

(西)→北狄
ほくてき

(北) 

(２)朝鮮王朝(1392～1897年)……「小中華主義」を唱える(17世紀以降)←明の滅亡 

☆小中華主義……本流である明(漢人の国)の『中華』に対し、支の国として『小中華』を称す 

「中華文明は明と共に滅んだ。中華文明の最優等生の朝鮮こそが正統な中華文明の継承者」 
 

[３]明治時代 ～明治新政府の外交上の課題 不平等条約の改正と朝鮮問題～ 

(１)征韓論……明治政府は朝鮮王朝に国交を求める→朝鮮は拒否→西郷ら征韓論を唱える 

(２)利益線としての朝鮮半島  山県有
あり

朋
とも

……「主権線と利益線」との概念を提起。 

(３)朝鮮王朝……事大主義に取りつかれ近代化を阻む→開化派(独立派)を弾圧 

(４)甲申事変(1884・明治 17年)…… 金玉均ら開化派のクーデタ失敗→金玉均ら日本に亡命。①福沢

諭吉「脱亜論」(1885・明治 18年) ②金玉均、惨殺される→日本人に大きな衝撃 

(５)日清戦争(1894～95) 

①日本「朝鮮の独立を独立国」←→清国「朝鮮はわが清国の藩属」  欧米列強は日本を支持 

②結果……清国に朝鮮の宗主権を放棄させる→朝鮮は独立 

③三国干渉→朝鮮内に親露派が台頭   ④独立→大韓帝国(1897年)……ロシアの後押し 

(６)日露戦争 

①ロシア……遼東半島の租借権を獲得。ロシア軍満州に駐屯 朝鮮半島に食指を伸ばす 

②結果……日本の勝利 日本の韓国に於ける宗主権の確立 

(７)日露戦争後……ロシアの朝鮮進出の思惑→日本は対抗 第 2次・第 3次日韓協約 
 
[４]日韓併合時代 

(１)武断政治の時代 

近代化への取り組み ①戸籍の作成  ②土地調査事業の開始(1912～1918年) 

(２)三一独立運動(1919年 3月 1日)……韓国では「三一節
せつ

」として祝日。北朝鮮は評価せず。 

が第一次世界大戦中に和平への提案(1918年 1月) 

① 「民族自決」の原則→米大統領ウィルソンが提案→パリ講和会議での主要議題に 

② 日本に在留するキリスト教プロテスタント派の朝鮮人留学生が、東京韓国 YMCAに結集し 

「独立宣言」(二・八宣言)を採択(1919年 2月 8日) 

③「二・八宣言」が伏線→33人の宗教指導者が独立宣言を朗読→学生など数千人がデモ行進 

→朝鮮総督府は警察・軍隊を増強して鎮圧に乗り出す。この過程で堤岩里
ていがんり

事件が起こる 

(３)上海で大韓民国臨時政府が設立(4月 11日)……李
イ

承晩
スンマン

(1875～1965)が大統領に 

(４)文化政策……三一独立運動以後、政策を改める 

①憲兵警察制度(軍人警察)を廃止  ②集会や言論、出版に一定の自由を認める。 

③教育制度の充実 

(５)戦争の時代へ  日本は戦争遂行のための「挙国一致体制」→「内鮮一体化」(皇民化政策)。 

①朝鮮語学習が禁止(1940・昭和 15年)……日常会話は通常 

②創氏改名(1940年)……約 80％の人が応じる。朝鮮の家族制度の変更が目的も 

③朝鮮神宮(1919年創設)への参拝奨励(1937年以降) 

(５)日本の敗戦で朝鮮は独立→米ソによる分割統治  

韓国＝毎年 8月 15日を「光復節」として祝う。北朝鮮は「解放記念日」と称す 
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令和 5(2023)年 5月 12日 

スピーチ資料 
 

(１)国勢 

①面積……日本の 28％ ※北朝鮮＝日本の 32％ 

②人口……5173万人(2021年)  ※北朝鮮 2578万人 

▽朝鮮半島の人口……1312万人(1910年) 2512万人(1944年) 

③韓国の宗教(2005年調査)……仏教 762万人 プロテスタント 968万人 カトリック 389万人 儒教 0.2％ 

④韓国の GDP＝1兆 6,382ドル  1人当たり＝31,638ドル(2021年)   

※日本 GDP＝4兆 2336ドル  1人当たり＝33,822ドル(2022年) 1965年……GDP＝日本の約 3％ 

▽平均賃金 4万ドル(OECD24位) 韓国 約 4万 1,000ドル(OECD20位) 

(２)メモ 

①確定された朝鮮全土の土地は 442万町歩、うち朝鮮人所有地は 391 万町歩、日本人所有地 24 万町歩。官

有地とされた 12万町歩及び所有者不明の 2万 7000町歩を総督府が接収。林野を除いた土地の約 3％接収さ

れた土地の一部は東洋拓殖株式会社(東拓)などに払い下げられる。 

②日韓併合時代 朝鮮での日本人は、半島の総人口の約 3％ 

③来日した朝鮮人 

14,500人(1917年) 3万人(1920年) 29万人(1930年) 62万人(1935年) 

大阪で働く労働者 25 万人、そのうち朝鮮人 1 万 1 千人(1924・大正 13 年) 

大阪での仲仕の賃金 1 円 20～30 銭 朝鮮人 90 銭(1917・大正 6 年 大阪毎日新聞記事)  

(３)生活状況 

多くの来日した朝鮮人は家を借りることができず、空き地やバラック小屋に小屋を建てて住み、そこに同 

胞が集まって集落が形成されました。そこに日本人貧民も混在しました。東京は関東大震災の影響で、来

日 

した多くが経済好調な大阪に住みます。東京では 1940年にオリンピックと万国博の開催が決定すると、点 

在する集落はみっともないとして江東区枝川朝の一か所にまとめられました。 

(４)関東大震災時における朝鮮人虐殺 

①「朝鮮人が暴動を起こす」「朝鮮人が井戸に毒を入れた」また「社会主義者が朝鮮人を扇動しているな

どのさまざまな流言が飛び交います。それを信じた官憲や自警団などによって多数の朝鮮人、また朝鮮

人と間違われた中国人、日本人が殺害されました。内務省や軍部は流言飛語の取締りに努めますが、虐

殺された朝鮮人がでました。なお、犠牲者数は不明ですが、内務省の調査では 231 名です。一方の上海

の臨時政府の発表では 6661 名で、現在の韓国政府はこの数字としています。なお、NHK の高校講座で

も「6,000 人が虐殺されたといわれています」と講師が話していました。山本内閣は 9 月 5 日、民衆に

対して朝鮮人に不穏な動きがあれば軍隊及び警察が取り締まるために、民間人に自重を求める「内閣告

諭」を発しました。 

②当時の新聞記事 

「朝鮮人の暴徒が発(おこ)って横濱、神奈川を経て八王子に向かって盛んに火を放ちつつあるのを見た」

と報じられています(大阪朝日新聞 大正 12年 9月 3日号外) 
 

大震災当時のマスメディアは新聞だけで、その新聞が噂を広めていきました。内務省は二度とこのよう

な不幸な事態を起こしてはならないと、1920 年 11 月にアメリカで世界初の公共放送を開始したラジオ

放送の開局を急がせて、震災から約 1 年半後の大正 14(1925)年 3 月 22 日、日本初のラジオ放送

(JOAK・現 NHK 東京)が開始されました。 
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